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問
い
直
さ
れ
る

 
　
在
日
朝
鮮
人
「
科
協
」
と
北
朝
鮮
の
関
係

安
　
部
　
桂
　
司

　 

最
近
の
新
聞
報
道
に
見
る
「
科
協
」

　
関
係
者
に
よ
れ
ば
、「
科
協
」（
在
日
本
朝
鮮
人
科
学

技
術
協
会
）
は
過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。「
カ
キ
ョ
ウ
」
と
呼
べ
ば
一
般
に
は
「
華
僑
」
だ

と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
北
朝
鮮
問
題
家
の
間

で
も
つ
い
最
近
ま
で
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
処
が
、
二
〇

〇
三
年
に
入
っ
て
か
ら
「
カ
キ
ョ
ウ
」
は
「
科
協
」
だ

と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
科
協
が
認
知
さ
れ
て
き
た
の

は
、
北
朝
鮮
の
核
と
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
支
え
て
い
る

団
体
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
日
本
の
市
民
社
会
の
安
全
を
脅
か
す
組
織
と
の

疑
い
を
持
た
れ
は
じ
め
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　
「
科
協
」
に
対
す
る
評
価
に
関
連
し
、
金
正
日
総
書

記
の
「
先
軍
政
治
」
と
の
兼
ね
合
い
で
論
じ
た
報
道
の

嚆
矢
は
『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
誌
（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
六

日
号
）
で
あ
っ
た
。『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
誌
の
「
北
朝
鮮
取

材
班
」
は
「
ミ
サ
イ
ル
技
術
日
本
と
の
接
点
」
の
な
か

で
、「
全
国
科
学
者
・
技
術
者
大
会
」（
一
九
九
九
年
三

月
、
平
壌
）
で
の
崔
泰
福
朝
鮮
労
働
党
書
記
の
科
協
の

活
動
に
関
す
る
発
言
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
こ
の
発
言
は
在
日
の
科
学
者
、
技
術
者
が
繰
り
広
げ

た
北
朝
鮮
の
富
強
発
展
と
朝
鮮
半
島
の
統
一
の
た
め
の

「
愛
国
的
な
活
動
」
が
、
崔
泰
福
書
記
が
言
う
「
一
〇

〇
％
我
々
の
力
、
我
々
の
技
術
で
初
め
て
人
工
衛
星

（
日
本
で
言
う
テ
ボ
ド
ン
１
号
）
を
成
功
裏
に
発
射
し

た
の
は
、
最
新
科
学
技
術
発
展
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
最

も
誇
ら
し
く
、
貴
重
な
成
果
」
と
、
結
び
つ
け
ら
れ
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
開
発
と
の
関
係
で
科
協
の

「
愛
国
活
動
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
成
っ
た
の
で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
認
識
の
形
成
に
『
産
経
新
聞
』

紙
の
報
道
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、

同
紙
の
「
北
朝
鮮
問
題
取
材
班
」
は
、「
北
朝
鮮
ミ
サ

イ
ル
関
連
技
術
」（
二
〇
〇
三
年
二
月
一
三
日
付
け
）

の
取
材
記
事
の
中
で
、「
北
朝
鮮
の
戦
略
物
資
調
達
の

仕
組
み
」
と
い
う
図
解
を
試
み
て
い
る
が
、
朝
鮮
労
働

党
第
二
経
済
委
員
会
の
戦
略
物
資
調
達
の
指
示
を
受
け

て
科
協
が
朝
鮮
総
連
と
並
ん
で
傘
下
・
関
連
企
業
に
物

資
購
入
の
指
示
を
与
え
る
模
様
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ミ
サ
イ
ル
関
連
機
器
の
不
正
輸
出
疑
惑
が

報
道
さ
れ
、
ミ
サ
イ
ル
推
進
薬
製
造
に
関
わ
る
粉
砕
機

「
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
」
を
不
正
輸
出
し
た
と
し
て
「
セ
イ

シ
ン
企
業
」（
東
京
都
渋
谷
区
）
が
摘
発
さ
れ
た
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
。『
朝
日
新
聞
』（
二
〇
〇
三
年
六
月
一

四
日
付
け
）
に
よ
る
と
、
朝
鮮
総
連
の
傘
下
団
体
「
在

日
本
朝
鮮
人
科
学
技
術
協
会
」（「
科
協
」）幹
部
は
九
三

年
末
、
都
内
の
機
器
販
売
会
社
に
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
な
ど

を
買
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
、
販
売
会
社
か
ら
持
ち
か

け
ら
れ
た
セ
イ
シ
ン
が
受
注
し
て
い
る
。

　  

「 

科 

協 

」
の 

役 

割

　
従
来
あ
っ
た
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
者
協
会
が
一
九
八

五
年
七
月
に
改
編
さ
れ
、
よ
り
幅
広
く
在
日
朝
鮮
人
の

科
学
者
、
技
術
者
お
よ
び
生
産
業
者
を
網
羅
し
て
結
集

し
た
組
織
が
「
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
技
術
協
会
」、 

略
称

「
科
協
」
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
歴
史
は
、
そ
れ
以
前

の
科
学
者
協
会
の
時
代
に
ま
で
遡
ぼ
れ
る
。
例
え
ば
、

科
協
は
一
九
六
〇
年
以
後
毎
年
「
学
術
報
告
会
」
を
開

催
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
一
九
九
六
年
の
「
科
協
」
学
術
報
告
会
で
行
わ
れ
た

「
科
学
技
術
と
在
日
同
胞
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
資
料

を
見
る
と
、
若
い
在
日
朝
鮮
人
科
学
者
や
技
術
者
に
よ

り
広
範
な
活
動
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
実
情
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
産
業
界
で
の
活
躍
、
大
学
院
へ
の
進
学

者
の
増
大
、
研
究
環
境
の
好
転
な
ど
が
報
告
が
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
報
告
で
は
、
「
よ
り
高
度
な
研
究
成
果
を

挙
げ
、
日
本
社
会
で
朝
鮮
人
科
学
・
技
術
者
の
認
知
度
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を
高
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
学
術
報
告
会
」
の
報
告
を
読
む
限
り
、
少
な
く

と
も
「
科
協
」
は
、
科
学
を
学
ぶ
在
日
朝
鮮
人
の
親
睦

団
体
で
あ
る
。

　
三
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
「
科
協
」
の
大
会
報
告
を
読

む
と
、
毎
回
熱
く
祖
国
が
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
最

近
の
「
第
一
六
回
大
会
事
業
報
告
」（
二
〇
〇
一
年
開

催
）
で
あ
る
が
、
北
朝
鮮
の
科
学
技
術
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
っ
て
も
い
る
。
そ
の
北
朝

鮮
は
、「
科
学
技
術
は
強
盛
大
国
建
設
の
力
強
い
推
進

力
」（
キ
ム
ド
ッ
コ
『
経
済
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
一
一

月
刊
）
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
科
学
技

術
の
発
展
が
軍
事
強
国
の
威
力
を
更
に
高
め
さ
せ
る
と

論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
全
て
の
軍
事
装
備
を
現
代

戦
の
要
求
に
合
う
よ
う
に
生
産
保
障
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
科
学
技
術
の
発
展
が
欠
か
せ
な
い
、
一
般
的

に
国
防
工
業
は
民
需
工
業
部
門
よ
り
更
に
最
先
端
科
学

技
術
で
武
装
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
現
代
の
戦

争
は
科
学
技
術
の
対
決
だ
か
ら
、
現
代
的
で
威
力
あ
る

軍
事
技
術
装
備
で
の
武
装
が
必
要
で
あ
り
、
北
朝
鮮
の

武
力
の
優
越
性
を
全
世
界
に
誇
示
出
来
る
の
は
、
ま
さ

に
軍
事
科
学
技
術
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
れ
故
、
科
協
が
一
六
回
大
会
で
北
朝
鮮
の
「
強
盛

大
国
建
設
は
、
科
学
技
術
に
よ
っ
て
担
保
」
さ
れ
て
い

る
と
報
告
し
、
そ
の
北
朝
鮮
の
科
学
技
術
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
六
回
大
会
以
前
に
も
、
北
朝
鮮
の
科

学
技
術
発
展
と
社
会
主
義
建
設
に
貢
献
す
る
こ
と
が
次

の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
我
々
が
、
社
会
主
義
祖
国
の
富
強
発
展
の
た
め
、

　
特
色
あ
る
寄
与
を
す
る
た
め
に
は
、
経
済
大
国
を
誇

　
　
遅
れ
て
い
る
北
朝
鮮
の
科
学
技
術

　
従
来
北
朝
鮮
は
建
国
以
来
旧
ソ
連
圏
に
研
究
者
を
留

学
さ
せ
て
自
国
の
科
学
技
術
を
発
展
さ
せ
た
と
考
え
ら

れ
て
来
た
。
し
か
し
、
両
国
の
科
学
技
術
協
力
に
関
す

る
議
事
録
か
ら
は
、
技
術
の
流
れ
が
旧
ソ
連
か
ら
一
方

的
に
北
朝
鮮
へ
流
れ
た
だ
け
で
な
く
、
双
方
向
的
な
こ

と
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
木
村
光
彦
・
金
子
百
合

子
「
一
九
五
九
年
の
北
朝
鮮
・
ソ
連
科
学
技
術
協
力
に

関
す
る
資
料
」
下
、
『
青
山
国
際
政
治
論
集
』
六
六

号
、
二
〇
〇
二
年
五
月
参
照
）
そ
こ
に
は
、「
製
造
経

験
・
科
学
技
術
成
果
の
譲
渡
に
関
す
る
ソ
連
側
の
希
望

に
応
え
る
こ
と
に
朝
鮮
側
が
同
意
し
た
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
旧
ソ
連
は
、
北
朝
鮮
か
ら
製
造
経
験

と
科
学
技
術
成
果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
こ
と
を
認

め
さ
せ
て
い
る
。

　
旧
ソ
連
が
北
朝
鮮
か
ら
製
造
経
験
と
科
学
技
術
成
果

の
説
明
を
求
め
た
内
容
に
は
「
酢
酸
ビ
ニ
ー
ル
製
造
」

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
石
炭
化
学
に
関
わ
る
分
野
で
、
北

朝
鮮
側
技
術
の
優
位
を
示
し
て
い
た
。
と
は
言
え
内
実

を
見
る
と
、
こ
の
分
野
で
は
北
朝
鮮
は
旧
ソ
連
で
な

く
、
植
民
地
宗
主
国
で
あ
る
日
本
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
北
朝
鮮
が
科
学
技
術
で
如
何
に
遅
れ
て
い
る
か
を
、

人
材
面
で
実
証
し
た
報
告
が
韓
国
で
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
「
国
内
大
学
の
水
準
が
低
か
っ
た
が
た
め
外

国
留
学
生
の
活
用
も
ろ
く
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

先
ず
外
国
留
学
生
の
派
遣
先
が
社
会
主
義
国
家
を
中
心

に
推
進
さ
れ
、
こ
の
中
で
も
一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
ソ

連
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
か
ら
は
中
国
に
極
端
に

備
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
北
朝
鮮
は
資
本
主
義
の
先

進
国
の
発
達
し
た
技
術
を
き
ち
ん
と
導
入
出
来
な
か
っ

た
」（
イ
・
チ
ュ
ン
グ
ン
）
と
、
そ
の
科
学
技
術
面
で

の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
韓
国
側
の
指
摘
だ
が
、
金
日
成
親
子
に
対
す
る
偶
像

化
と
政
治
思
想
教
育
も
理
工
系
卒
業
生
の
質
低
下
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
留
学
か
ら
帰
っ
て

来
た
優
秀
な
人
材
を
現
場
支
援
中
心
に
配
置
し
て
も
、

自
力
更
生
と
主
体
の
「
経
済
理
論
」
に
よ
る
国
内
原
料

に
依
拠
す
る
研
究
開
発
体
制
は
先
進
技
術
の
導
入
の
障

害
と
な
り
、
先
進
技
術
導
入
を
強
く
主
張
す
る
と
事
大

主
義
者
と
し
て
批
判
を
受
け
た
、
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ

故
、
優
秀
な
外
国
留
学
組
を
活
用
し
、
新
産
業
を
創
出

す
る
未
来
志
向
的
な
研
究
を
遂
行
し
、
先
進
国
に
追
い

つ
く
た
め
の
戦
略
分
野
に
集
中
す
る
研
究
は
殆
ど
遂
行

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
未
来
志
向
的
な
研
究

を
行
お
う
と
す
る
科
学
者
は
修
正
主
義
の
伝
播
者
と
誤

解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
「
科
協
」
の
「
学
術
報
告
会
」
で
北
朝

鮮
へ
日
本
の
学
術
文
献
、
工
作
機
械
、
設
計
図
面
、
製

品
カ
タ
ロ
グ
を
送
っ
た
こ
と
に
関
連
し
、
「
こ
の
時

期
、
科
学
技
術
書
籍
と
資
機
材
、
見
本
品
は
、
祖
国
の

科
学
者
、
技
術
者
に
は
砂
漠
で
の
泉
の
よ
う
に
貴
重
な

モ
ノ
で
あ
っ
た
」
（
前
掲
、
一
九
九
五
年
）
と
、
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
そ
れ
は
科
学
技
術
の
発

展
し
た
日
本
か
ら
見
る
と
、
北
朝
鮮
は
科
学
技
術
面
で

　
り
、
科
学
技
術
の
発
展
水
準
の
高
い
日
本
で
生
活
し

　
事
業
し
て
い
る
と
言
う
立
地
条
件
を
あ
ま
ね
く
利
用

　
し
、
在
日
朝
鮮
科
学
者
、
技
術
者
で
な
け
れ
ば
出
来

　
な
い
こ
と
を
ず
ば
抜
け
て
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
一
九
九
五
年
「
学
術
報
告
会
」
で
の
基
調
報
告
）
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砂
漠
の
よ
う
に
干
か
ら
び
た
国
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　
　
「
科
協
」
と
愛
国
工
場

　
こ
の
砂
漠
の
よ
う
な
科
学
技
術
国
で
あ
る
北
朝
鮮
へ

「
科
協
」
は
、
幾
つ
も
の
先
端
技
術
の
工
場
建
設
を
図

る
。
そ
れ
が
「
愛
国
工
場
」
と
呼
ば
れ
る
、
日
本
か
ら

の
技
術
移
転
を
伴
う
工
場
建
設
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
北

朝
鮮
に
は
「
愛
国
工
場
」
が
幾
つ
も
存
在
す
る
。
代
表

的
な
愛
国
工
場
を
挙
げ
る
と
、
平
壌
小
麦
粉
綜
合
加
工

工
場
、
平
壌
オ
ン
ビ
ー
ル
工
場
、
平
壌
製
薬
工
場
、
平

壌
金
属
建
材
工
場
、
安
州
製
紙
工
場
な
ど
が
あ
る
。
こ

の
中
に
は
、
工
場
全
体
の
建
設
に
関
わ
っ
た
モ
ノ
も
あ

る
が
、
主
要
な
工
場
設
備
の
設
置
に
関
わ
っ
た
モ
ノ
も

あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
で
六
七
工
場
の
製
造
設
備
の
設

置
に
関
わ
り
、
投
資
額
二
〇
〇
億
円
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
時
代
に
建
設
さ
れ
た
有
名
な
金
万
有
病
院
も

「
愛
国
金
万
有
病
院
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

　
金
日
成
は
在
日
商
工
人
が
北
朝
鮮
を
訪
問
し
た
際

「
在
日
同
胞
商
工
業
者
は
祖
国
の
社
会
主
義
建
設
に
積

極
的
に
寄
与
す
べ
き
」
だ
と
力
説
し
た
。
そ
れ
を
受
け

て
、
翌
一
九
七
七
年
四
月
に
は
「
平
壌
愛
国
製
麺
工

場
」
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
九
年
に
は
、
在
日

朝
鮮
人
科
学
者
へ
北
朝
鮮
の
「
科
学
技
術
を
発
展
さ
せ

る
」
こ
と
を
課
題
と
し
て
提
示
し
た
。
同
じ
四
月
に

「
平
壌
愛
国
製
糖
工
場
」
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ

に
は
朝
鮮
総
連
の
韓
徳
銖
議
長
も
参
加
し
た
。

　
こ
の
間
、
「
科
協
」
は
北
朝
鮮
か
ら
訪
日
す
る
経
済

技
術
代
表
団
の
接
待
を
通
し
て
、
順
川
セ
メ
ン
ト
工
場

の
設
備
調
査
と
検
査
、
黄
海
製
鉄
連
合
企
業
所
の
自
動

化
、
殷
栗
鉱
山
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
建
設
、
乾
電
池

工
場
設
備
の
導
入
、
連
続
鋳
造
設
備
の
導
入
な
ど
で
協

力
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
を
受
け
て
、
金
日
成
は
朝
鮮
労
働
党

中
央
委
員
会
第
六
期
第
一
一
次
全
員
会
議
（
一
九
八
六

年
二
月
六
日
〜
八
日
開
催
）
で
「
技
術
革
命
の
促
進
と

金
属
工
業
の
発
展
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
総
括
し
て

い
る
。
こ
れ
に
は
、
外
国
の
先
進
技
術
の
導
入
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、「
在
日
本
朝
鮮
商
工
業
者

た
ち
と
も
合
弁
会
社
を
組
織
」
し
、
日
本
の
先
進
技
術

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
早
速
に
金
日
成

は
、
こ
の
後
平
壌
を
訪
れ
た
「
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連

合
会
結
成
四
〇
周
年
在
日
朝
鮮
商
工
人
感
謝
団
」（
団

長
全
演
植
会
長
）
に
接
見
し
、
商
工
人
に
北
朝
鮮
と
の

合
弁
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
一
九
八
六
年
二

月
二
八
日
の
接
見
で
金
日
成
が
「
同
胞
商
工
人
が
祖
国

と
合
弁
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
述
べ
た
教
示
を

貫
徹
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
そ
の
後
在
日
本
朝
鮮
人

商
工
連
合
会
の
大
き
な
運
動
と
な
っ
て
い
る
。

　
合
弁
事
業
は
一
九
八
四
年
に
法
律
の
公
布
と
施
行
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
二
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
一

九
八
六
年
一
〇
月
の
朝
鮮
国
際
合
弁
総
会
社
が
設
立
さ

れ
、
本
格
化
し
た
。
こ
れ
に
は
「
科
協
」
及
び
そ
の
構

成
員
で
あ
る
科
学
者
、
技
術
者
が
多
く
関
与
し
て
い

る
。
「
科
協
」
の
黄

洪
会
長
は
「
合
弁
事
業
は
食

堂
、
喫
茶
店
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
か
ら
始
め
ら
れ
、
四
〜

五
年
の
間
に
農
業
、
水
産
業
、
鉱
業
、
軽
工
業
、
電

気
、
機
械
、
化
学
な
ど
の
部
門
ま
で
大
き
く
拡
大
し

た
」
（「
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
技
術
協
会
の
対
北
韓
科

学
技
術
協
力
経
験
」
『
科
学
技
術
政
策
』
二
〇
〇
二
年

四
月
刊
）
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
在
日
朝
鮮
人
科

学
技
術
協
会
が
第
三
次
七
カ
年
計
画
へ
参
画
し
た
記
録

と
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
科
協
」
の
黄

洪
会
長
は
、
こ
れ
ら
北
朝
鮮
へ
の

技
術
支
援
に
つ
い
て
「
海
外
僑
胞
は
海
外
に
住
ん
で
は

い
る
が
、
自
分
の
祖
国
の
科
学
技
術
発
展
に
尽
く
す
こ

と
が
出
来
る
有
利
な
条
件
が
整
え
ら
れ
て
い
る
」
と
指

摘
す
る
。
そ
し
て
、
合
弁
事
業
の
軽
工
業
部
門
で
は
、

紳
士
服
、
ジ
ャ
ン
バ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
、

絹
織
物
、
婦
人
服
、
シ
ョ
ー
ツ
な
ど
の
繊
維
製
品
製
造

業
、
洋
傘
、
段
ボ
ー
ル
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
製
造
業
を
挙

げ
て
い
る
。

　
一
方
、
兎
角
軍
事
技
術
と
結
び
つ
け
ら
れ
易
い
重
工

業
部
門
で
は
、
小
型
エ
ン
ジ
ン
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
ポ
ッ
ト
、
再
生
タ
イ
ヤ
、
小
型

変
圧
器
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ
チ
、
医
療
器
具
、
希
土
類
金

属
、
混
合
水
道
蛇
口
、
自
転
車
の
製
造
、
建
設
機
械
の

修
理
を
挙
げ
て
い
る
。

　
黄

洪
会
長
は
、
こ
の
合
弁
事
業
は
業
種
と
規
模
に

変
化
が
あ
っ
た
が
、
今
日
ま
で
（
二
〇
〇
二
年
時
点
）

希
土
類
製
錬
、
繊
維
製
品
製
造
業
、
水
産
物
の
加
工
及

び
貿
易
、
段
ボ
ー
ル
製
造
、
食
堂
経
営
な
ど
は
継
続
し

て
い
る
、
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
技
術
者
へ

の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
そ
し
て
、
黄

洪
会
長
は
「
科
協
」
の
中
心
的
な
仕

事
は
「
経
済
活
動
」
で
な
く
、
科
学
研
究
事
業
の
発
展

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
北
朝
鮮
の
各
研
究
機
関
と
共
同

研
究
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
う
。
共
同
研

究
は
二
〇
余
種
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
も

の
と
し
て
、
Ｃ
１
化
学
、
精
密
有
機
化
学
、
高
分
子
化

学
、
食
物
生
理
、
半
導
体
、
自
然
保
護
、
超
伝
導
及
び

水
素
貯
蔵
合
金
な
ど
の
調
査
研
究
を
挙
げ
て
い
る
。

　
そ
の
研
究
事
業
テ
ー
マ
の
な
か
で
、
黄

洪
会
長
が
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と
く
に
ペ
ー
ジ
を
多
く
割
い
て
報
告
し
て
い
る
の
が

「
水
素
貯
蔵
合
金
の
開
発
」
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

こ
れ
は
北
朝
鮮
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
切
実
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
と
い
う
。
北
朝
鮮

側
の
対
象
研
究
機
関
は
金
日
成
綜
合
大
学
物
理
学
部
、

金
日
成
綜
合
大
学
触
媒
研
究
所
、
四
・
二
四
研
究
所
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、「
科
協
」
か
ら
課
題
が
提
起
さ
れ
た

当
初
、
北
朝
鮮
側
の
水
素
貯
蔵
合
金
の
開
発
と
応
用
は

進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
共
同
研
究
の
課
題
に
各
種
水
素

貯
蔵
合
金
の
製
造
と
、
物
性
研
究
及
び
応
用
面
か
ら

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
の
開
発
を
選
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
水
素
貯
蔵
合
金
の
開
発
で
は
、
初
期
段
階
で
は
追
試

を
重
点
的
に
行
っ
た
そ
う
だ
か
ら
、
日
本
か
ら
の
技
術

移
転
を
図
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
小
型

電
池
と
電
気
自
動
車
用
の
電
池
開
発
に
努
力
し
、
一
九

九
七
年
初
め
に
は
水
素
電
池
自
動
車
の
試
作
ま
で
こ
ぎ

着
け
て
二
〇
〇

の
試
験
走
行
に
成
功
し
た
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
開
発
研
究
が
愛
国
工
場
を
生
ん
だ
と
言
う
報

告
は
な
い
が
、
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
で
は
、
「
科

協
」
の
開
発
研
究
に
商
工
人
の
支
援
を
受
け
て
平
壌
に

愛
国
工
場
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
『
朝
鮮
新
報
』
（
六

月
二
〇
日
号
）
紙
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
参 

考 

文 

献

(

１)

　
黄

洪
「
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
技

　
術
協
会
の
対
　
北
韓
科
学
技
術
協
力
経

　
験
」
（
韓
国
科
学
技
術
政
策
　
院
『
科

　
学
技
術
政
策
』
（
No.
134

・
２
０
０
２
年
４

　
月
刊
）

(

２)

　
イ
・
チ
ュ
ン
グ
ン
「
北
韓
科
学
技

　
術
人
材
養
成
　
体
制
の
変
遷
及
び
特

　
徴
」
（
韓
国
科
学
技
術
政
策
院
　
『
科

　
学
技
術
政
策
』
No.
134

・
２
０
０
２
年
４

　
月
刊
）

　
　
近
代
的
市
民
社
会
へ
の
義
務

　
日
本
の
研
究
機
関
に
勤
務
す
る
朝
鮮
人
研
究
者
の

「
反
米
意
識
」
の
問
題
が
あ
る
。
一
般
的
に
日
共
系
の

科
学
者
会
議
が
多
く
の
大
学
及
び
研
究
機
関
に
組
織
さ

れ
、
日
本
人
科
学
技
術
者
の
世
界
で
は
反
米
意
識
が
強

く
存
在
す
る
。
彼
ら
は
過
去
に
米
国
の
核
保
持
に
は
反

対
し
、
社
会
主
義
圏
の
核
開
発
を
「
容
認
」
し
て
き
た

歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
科
学
者
会
議
と
「
科

協
」
は
社
会
主
義
圏
が
存
在
し
た
時
代
に
は
姉
妹
関
係

を
形
成
し
て
い
た
。
彼
ら
の
持
つ
前
近
代
意
識
が
「
科

協
」
に
も
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
彼
ら
の
持
つ

前
近
代
意
識
と
は
、
近
代
市
民
社
会
へ
忠
誠
を
誓
う
こ

と
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
だ
と
厭
う
こ
と
で
あ
る
。

「
科
協
」
の
存
在
理
由
と
成
っ
て
い
る
「
科
学
に
は
国

境
は
な
い
が
、
科
学
者
に
は
祖
国
が
あ
る
」
の
認
識
こ

そ
、
そ
の
前
近
代
意
識
の
典
型
的
表
れ
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
批
判
出
来
る
認
識
こ
そ
最
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
で
あ

る
。
科
学
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
近
代
市
民
社
会
へ
の

忠
誠
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
く
の
場
合
祖
国
と
対
立
す

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
多
く
の
科
学
者
が
平
和
運

動
に
貢
献
し
た
。
そ
れ
は
世
界
の
科
学
者
が
近
代
市
民

社
会
を
守
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
、
彼
ら
の
祖
国
の

要
請
へ
疑
問
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
今
「
科
協
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
近
代
市
民

社
会
へ
の
忠
誠
で
あ
る
。「
科
協
」
構
成
員
が
生
活
す

る
近
代
市
民
社
会
に
忠
誠
を
誓
わ
ず
に
、
核
と
ミ
サ
イ

ル
開
発
に
狂
奔
す
る
北
朝
鮮
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
る
と

し
た
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
の
科
学
者
が
求

め
て
き
た
平
和
運
動
に
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。「
科

協
」
の
大
会
報
告
を
読
む
と
、
社
会
主
義
祖
国
北
朝
鮮

が
熱
く
語
ら
れ
て
い
る
。
「
敬
愛
す
る
将
軍
は
、
祖
国

で
開
催
さ
れ
る
科
学
技
術
祝
典
、
全
国
科
学
者
大
会
、

科
学
院
創
立
記
念
報
告
大
会
な
ど
、
国
家
的
な
科
学

者
、
技
術
者
の
重
要
行
事
に
我
が
科
学
者
を
必
ず
呼
ん

で
く
だ
さ
れ
、
主
体
科
学
技
術
に
積
極
的
に
寄
与
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
導
か
れ
ま
し
た
」（
前
掲
、
一

九
九
五
年
「
学
術
報
告
会
」） 

と
い
う
中
身
が
「
先
軍
政

治
」
で
あ
り
、「
軍
事
強
国
の
建
設
」
で
は
近
代
的
市

民
社
会
を
保
障
す
る
「
平
和
」
の
維
持
と
相
容
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。

　
今
「
科
協
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
祖
国
」

に
向
か
っ
て
は
、
黄

洪
会
長
が
進
め
て
い
る
南
北
間

の
科
学
技
術
交
流
で
あ
り
、
南
北
が
力
を
合
わ
せ
て
解

決
で
き
る
分
野
、
環
境
や
気
象
、
科
学
技
術
用
語
の
統

一
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
り
、
研
究
活
動
の
舞
台

で
あ
る
日
本
で
は
、
近
代
市
民
社
会
の
安
寧
と
秩
序
を

守
る
こ
と
へ
の
献
身
的
努
力
で
あ
ろ
う
。
近
代
市
民
社

会
へ
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
出
来
る
か
で
、
今
受
け
て
い

る
攻
撃
が
不
当
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
ぬ
ぐ
い
去
る

こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
「
平
和

日
本
」
建
設
へ
の
貢
献
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
あ
べ
け
い
じ
・
技
術
史
研
究
家
）
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